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    2     4     6     7     8     9    11    12    13    14    15    16 
0.676 0.566 0.645 0.628 0.367 0.553 0.454 0.535 0.505 0.450 0.615 0.542 
   17    18    19    20    21    22    26    27    28    29 
0.478 0.605 0.561 0.987 0.569 0.352 0.555 0.550 0.470 0.569 
Loadings:
   Factor1 Factor2 Factor3
2   0.498   0.214   0.173 
中略
29  0.292   0.425   0.405 
               Factor1 Factor2 Factor3
SS loadings      4.786   2.807   2.175
Proportion Var   0.218   0.128   0.099
Cumulative Var   0.218   0.345   0.444
Test of the hypothesis that 3 factors are suficient.
The chi square statistic is 508.52 on 168 degrees of freedom.






































































































































































































































 The R Project for Statistical Computing（http://www.r-project.org/）より最新バージョンがダウ
ンロード可能である。2016年11月現在、Windows版の最新版は3.3.2である。
７．factanal関数により因子分析を行った。引数は必要最低限のみとし、その他のオプションについて
はすべてデフォルトを使用している。分析方法としては、因子数は３、回転方法はバリマックス
回転、因子スコアは回帰方法による算出である。factanal関数による因子分析の結果は、独自性
（Uniquenesses）、因子負荷（Loadings）、因子寄与（SS loadings）、因子寄与率（Proportion 
Var）、累積因子寄与率（Cumulative Var）、適合度の検定となっている。適合度の検定に関し
ては、自由度が168でカイ二乗値が508.52でありp値が6.14e-36で十分適合しているとなっている。
６．
女子短期大学における「マナーとホスピタリティ」教育の効果
８．総計は、全コースの人数および各因子スコアの合計を表している。人数に関してはアンケート回
答者数となっている。また、各コースの因子スコアをすべて合計すると０となる。ここで、第１
因子の総計が“1.72414e-11”となっているが、これは“1.72414×10－11”を表しており限りなく０
に近い数となっていることを意味している。
９．2016年度は、入学式の翌々日の４月４日に実施した。キャリアサポート委員会主催のもと、「マ
ナー編」、「コミュニケーション編」で構成された全教員が運営支援を行うプログラムである。
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